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616J / 618H



8

618H / 622H（350A～600A）622H（50A～300A）
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。すまりおてし明説、し分区で示表の次、を類種の容内くだたいり守お ●

※ 1：後遺症がのこるものおよび治療に入院・長期の通院を要するものをさします。
※ 2：治療に入院や長期の通院を要さないケガなどをさします。

この表示は、「死亡または、重傷（※1）を負う、または重大な
物的損害が発生する可能性が想定される」内容です。

この表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この表示は、「人が傷害を負う、または軽微な物的損害が発生
する可能性が想定される」内容です。

この表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告

注意

!

!

!

いたします。

�本書では、表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を
次の記号で区分し、説明しています。

記号の説明
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注意

・バタフライバルブは精密品です。振動・ホコリや
急激な温度変化は避けてください。
・部品名称につきましては、各製品の構造図を参照
してください。
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注意

注意

図 11

（図11）
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（水平配管時も同様）

配管ガスケットは不要で

図 12

図 13

図 14

（図12）

（図13）

（図14）
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注意

下記の手順をよくお読みの上、安定した状態で取り付けてください。

3～5mm （図15）

（図16）

図 15

図 16
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注意

注意

注意

注意

2台以上の電動駆動部を1つの開閉スイッチで開閉させると、回り
込み回路ができ誤作動しますので、1台ずつスイッチ
し、またはリレー接点を設けてください。（図18）

図 17

図 18

図 19

（図17）

（図19）
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注意

・性能・作動性を維持するため、
 定期的な点検・整備をお願いいたします。
・バルブをバイスなどでしっかり固定してください。

注意

図 20

図 21

（図20）

P28

（図21）
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注意

・付属の構造図を参照しながら、作業を行ってください。
・バルブをバイスなどでしっかり固定してください。

2-1, 本体分解手順（40A~600A）

図 22

図 23

図 24

図 25

（図22）

（図23）

（図24）

（図25）

※形式616J、618H、622H、618Fと622Fのタイプは本体にシート
リングを焼き付けしてあるため、シートリングの交換はできません。
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2-2, 本体分解手順（650A～1200A）

図 26

図 27

図 28

図 29

1.バルブを全閉にしてください。

2.本体を固定し、本体と駆動部を固定している六角ボルト、ナット
を外し、駆動部を取り外してください。この時に、外す前と同じ
状態に組み付けるために駆動部と本体に合マークを付けてくだ
さい。

3.弁体とステムを固定してあるテーパーピンを抜いてください。弁
体上のナットを緩めて外して頂きネジ部の方が細くなっています
ので、ネジ部の方を叩いてテーパーピンを抜いてください。弁体
を守るためにボルト上に当て金等をしてからハンマーで叩き出し
てください。（図26）

4.上軸弁棒頭部のタップ穴を利用し、アイボルトを取付け、クレー
ンで弁棒を引き抜いてください。同時にブッシュも抜いてくださ
い。（図27）

5.本体下部に付いている底カバーを外してください。（図28）

6.上軸穴から丸棒を差し込みハンマーにて下部弁棒を叩き出してく
ださい。同時にブッシュ、スラストリングも取り外してください。
　（図29）

アイボルト

ハンマー

弁体
ステム

当て金
テーパーピン

ハンマー

丸棒

弁本体
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図 30

図 31

7.本体上部の通し穴と下部のタップ穴にボルトを取り付け、クレー
ンで吊り上げ、弁体を取り外してください。（図30）
　※弁体の落下防止措置を行い、傷が付かないよう養生してください。

8.本体を吊り上げ、立てて、本体とシートリングの隙間にドライ
バー等を差し込み、こじってシートリング、ガイドリングを取り
外してください。（図31）

9.ガイドリングの内側にはまっているOリングを外してください。

以上で分解作業は終了です。

ドライバー

シートリング 弁本体
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注意

・付属の構造図を参照しながら、作業を行ってください。
・バルブをバイスなどでしっかり固定してください。

3-1, 本体組立手順（40A～600A）

本タイプは弁棒は

図 32

図 33

図 34

（図32）

（図33）

（図34）

616J、618H、622H、618F、622Fのタイプは

618H(350A～600A)、622H、616F(350A～600A)、622Fの
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図 35

図 36

（図36）

（図35）
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3-2, 本体組立手順（650A～1200A）
1.本体を立て、シートリングはめ込み部の脱落防止のため、本体内
面に硬化剤を塗布してください。（塗布箇所:シートリングはめ込
み部分が接する箇所）
　ゴムシートのガイドリングが内側にくるように捻じり、先に下部
ボス側を弁箱にはめ込んでください。ハンマーでゴムシート内面
を叩きながらはめ込んでください。
　この時にゴムシートを強く叩き過ぎるとシートはめ込み部が切れ
る可能性があるので注意してください。
　（図37）

2.弁体を固定治具に固定し、弁体の弁座にグリスを塗布してくだ
さい。（図38）

3.シートリングをはめ込んだ本体の上下面に吊り上げるための治具
を取り付けてください。本体の上下の向きはテーパーピン穴数が
1個の方が下側を向くようにし、クレーン等で水平に吊り上げ、
Oリングを取り付けた後、ゴムシート軸周り、Oリング部にグリス
を塗布してください。少なすぎるとシートが裂ける可能性がある
ので注意してください。（図38）

4.固定した弁体に合わせて、本体を下ろしながら徐々にはめ込んで
ください。はめ込み後、手小棒を使用し、弁体と本体の軸合わせ
をしてください。（図38）

5.上下弁棒に、グリスを塗布してください。まず、上部弁棒を1/3
程度挿入し、下部弁棒を挿入してから、上部弁棒の残りを挿入し
てください。その際に弁体と弁棒のピン穴位置をある程度合わせ
ていないと、ピンの挿入が出来ないので注意してください。そこ
で一度ピンを挿入し、ピン穴を合わせてください。

図 37

図 38

弁座に
グリスを
塗布

シ
ー
ト
リ
ン
グ

は
め
込
み
部
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図 39

6.上下ブッシュにグリスを塗布し、挿入してください。

7.下部本体を治具から取り外し、弁体を閉めてください。

8.ピン穴内に異物がないことを確認し、ピンにシールエンドを塗布
し、ピンを挿入してください。挿入後、エアー抜きを行い、ハン
マーでピンを叩いて挿入してください。
　（図39）

9.底カバーのボルト、ばね座金を取り付けてください。

以上で本体の組立作業は終了です。

ハンマー

弁体
ステム

当て金
テーパーピン

テーパーピンに
シール材を塗布すると
ピンからリークしない
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注意

・付属の構造図を参照しながら、作業を行ってください。
・バルブをバイスなどでしっかり固定してください。

40

41

図 40

図 41
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注意

・付属の構造図を参照しながら、作業を行ってください。
・バルブをバイスなどでしっかり固定してください。

図 42

図 43

図43

図42
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TD-RSV-BDJB-J-CC

詳細は下記HPへ


